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「
呉
羽
正
行
油
絵
展
」
を
平
成

29
年
４
月
16
日
㈰
〜
５
月
７
日
㈰

ま
で
開
催
し
ま
し
た
。
呉
羽
先
生

は
、
長
年
教
員
と
し
て
働
き
、
旧

山
田
小
学
校
や
高
山
小
学
校
で
指

導
さ
れ
、
退
職
後
は
高
山
村
教
育

委
員
会
で
同
和
教
育
指
導
員
を
務

め
、
現
在
は
村
で
絵
画
教
室
の
指

導
を
し
て
い
ま
す
。
４
号
～
50
号

ま
で
の
高
山
村
や
近
隣
の
風
景
を

題
材
に
描
い
た
色
鮮
や
か
な
油
絵

作
品
30
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
　
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

５月 21 日㈰
　一茶新緑茶会

高山村の新緑を楽しみながら、一茶館でお茶を味わいましょう。
当日でも薄茶を一席 500 円でお飲みいただけます。

６月 18 日㈰
　一茶ゆかりの里吟行句会

一茶館からマイクロバスで移動して、景色を楽しみながら歩き、俳句を
詠みあう会です。定員 20 名

６月 24 日㈯
　フォト × 俳句教室

デジカメご持参で一茶館の写真を撮り、俳句を添える「フォト × 俳句」
作品を完成させましょう！
参加費 300 円。小学生親子対象。

７月９日㈰
　第 13 回 一茶ゆかりの里フェスタ 一茶館を無料開放し、ミニコンサートや高山村の物品販売を行います。
８月３日㈭、４日㈮、５日㈯
　夏休み俳句教室

小学生から参加できる俳句初心者向けの俳句教室です。昼は「流しそう
めん」を楽しみます。参加申し込みはいずれか 1 日。

９月３日㈰
　第 20 回 一茶ゆかりの里

小中俳句大会（表彰式）
投句料無料。1 人１句のみ。応募締切 7/25（当日消印有効）

夏～秋頃
　企画展　映画「一茶」 映画「一茶」の上映に合わせ、映画に関する展示を予定しています。
10 月１日㈰
　一茶秋麗茶会

高山村の風景を楽しみながら、一茶館でお茶を味わいましょう。
当日でも薄茶を一席 500 円でお飲みいただけます。

10 月 15 日㈰
　第 21 回 一茶ゆかりの里俳句大会 投句料 3 句 1 組 1000 円。応募締切 8/21（当日消印有効）
12 月 12 日㈫～１月 28 日㈰
　高山村のお宝展

書画骨董、趣味のコレクション等、皆様からお借りした高山村の貴重な
お宝を展示します。

2018 年２月４日㈰
　第 14 回 一茶ゆかりの里フェスタ

一茶館を無料開放し、ステージ発表や「ひんのべ汁」の無料提供を行い
ます。

2018 年２月 14 日㈬～３月 11 日㈰
　一茶ゆかりの里俳画展
　一茶の句俳画コンクール作品展

北信の俳画グループの作品と俳画コンクールの作品を展示します。
コンクールの応募締め切りは平成 30 年 1 月 16 日。

　

呉
羽
正
行
氏
よ
り
一
茶
ゆ
か
り

の
里
一
茶
館
の
独
特
な
外
観
と
季

節
の
風
景
を
描
い
た
「
新
緑
の
一

茶
館
」
と
「
柿
の
木
と
一
茶
館
」

の
２
点
の
油
絵
を
ご
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
新
緑
の
一
茶
館
」

は
春
の
菜
の
花
や
芝
桜
が
咲
き
乱

れ
、
新
緑
の
美
し
い
風
景
の
中
に

離
れ
家
や
一
茶
館
の
屋
根
が
描
か

れ
た
作
品
で
す
。「
柿
の
木
と
一

茶
館
」
は
、
開
館
当
初
の
一
茶
館

の
秋
の
風
景
が
描
か
れ
て
お
り
、

屋
根
の
色
や
柵
が
描
か
れ
て
い
る

と
こ
ろ
に
昔
の
一
茶
館
が
見
え
る

作
品
で
す
。

　

ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
絵
は
来
館

者
の
方
に
ご
覧
頂
け
る
よ
う
に
館

内
に
展
示
い
た
し
ま
す
。

高
山
村
に
縁
の
深
い

呉
羽
正
行
氏
の
作
品
を
展
示

一
茶
ゆ
か
り
の
里
を
描
い
た
作
品

 

２
点
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

柿の木と一茶館 新緑の一茶館
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村内15 基目の一茶句碑　なかひら区内に設置されました
　村制施行六十周年及び、一茶館開館 20 周年にちなみ、高
山村なかひら区の皆さんにより、一茶の句碑が建立されまし
た。村内にある一茶句碑としては、15 基目となります。
　句碑には、小林一茶の『九・十年句帖写』に書かれている「天
からも降りたるやうな桜哉」の句が刻まれています。
　この句がどこにある桜を見て詠まれたものかはわかりま
せんが、一茶が来村した頃から、高山村には見事な桜が咲い
ていたと思われます。句碑の建立地のかたわらには「高山五
大桜」の一つである樹齢約 150 年の「中塩のしだれ桜」があり、
句碑越しに見事なしだれ桜を眺めることができます。

第 20 回 一茶ゆかりの里俳画展
を開催しました

一茶館で句集や書籍を
お読みいただけます

　高山村の貴重な文化財のほ
か、書画・骨董・趣味のコレ
クション等の様々なお宝を高
山村の各ご家庭からお借り
し、平成 28 年 12 月６日㈫〜
平成 29 年１月 29 日㈰まで展
示しました。

　今年で４回目となる「高山村のお宝展」ですが、今年は、
髙杜神社の宝物の数々と千曲市出身の日本画家、渡辺文平
の屏風絵や絵画など約 20 点、地方自治施行六十周年記念貨
幣各種約 90 点といった貴重なお宝の数々が集まりました。
　特に、髙杜神社のお宝は、普段は公開されていない宝物
であり、社宝の刀剣や東郷平八郎の書をはじめ、酒器や弓矢、
神楽面や奉納された石器など約 50 点の宝物を展示させてい
ただきました。
　今年度の「高山村のお宝展」は 12 月 12 日㈫～１月 28 日
㈰までを予定しています。

　第 20 回目と
なる俳画展を
平成 29 年２月
14 日㈫〜３月
12 日㈰まで開
催しました。
　今回は、「む
つみ俳画クラ
ブ」と「栗田
公民館俳画サークル」の作品 26 点を展示しました。
　淡彩画や墨画、色紙や短冊、掛け軸など様々な風情
ある俳画作品が並びました。

　一茶館では、一茶関連書籍の収集を行っており、
毎年多数の方から個人句集等をご寄贈いただいてお
ります。こうした資料について、図書の公開・貸し
出しをしています。ご希望の方はお気軽にご利用く
ださい。（ご利用の方は受付にお申し出ください。）
　また、一茶館では、全国の俳句結社の俳誌、機関
誌を収集、保存、公開しています。貸し出しは行っ
ていませんが、館内でお読みいただけますのでこち
らもお気軽にご利用ください。

分類別書籍数
 個人句集… ………373 冊	 合同句集… …………59 冊
 一茶関係書籍… …140 冊	 高山村関係書籍… …14 冊
 一般書籍… ………410 冊

　毎年、夏と冬に開催し、今回で 12 回目となる
フェスタを平成 29 年２月５日㈰に開催しまし
た。高山尺八クラブ、アルモジャズ、しのぶ＆
みか、童謡唱歌の会の皆さんにご出演いただき
ました。今回も２月の寒い中、大勢の皆様にご
来場頂き、 盛況に終了いたしました。高山村産
の小麦粉を使った「ひんのべ汁」の無料提供も
大変好評で、「とても美味しかった。」という感
想をたくさんいただきました。

第 12 回 一茶ゆかりの里フェスタ
を開催しました

高山村のお宝展を開催しました
髙杜神社の刀剣や書を展示

ひんのべ汁を無料提供

俳画 26 点を展示
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第 6 回  俳画コンクール　選考結果

こどもの部

一
般
の
部
応
募
数
53
作
品

応募数38作品

大　賞

山岸 弘照 様（長野市）

久保田 志行 様（神奈川県） 川上 伊佐雄 様（上田市） 常磐 しがこ 様（長野市）

永江 美海 様（長野市）

斉藤 美和 様（高山村） 熊井 千夏 様（長野市）知久 はゆき 様（山ノ内町） 武井 暖心 様（長野市）

特
　
　
選

倉升 祥子 様（上田市）

黒岩 周子 様（高山村）

高橋 テル子 様（上田市）

小松 信子 様（長野市）

志村 紫乃姫 様（高山村）

宮﨑 恒雄 様（上田市）

田村 洋子 様（群馬県）

太田 聖子 様（上田市）

清水 康雄 様（中野市）

志村 緋代月 様（高山村）

春原 量子 様（上田市）

藤沢 しげる 様（高山村）

林 澄子 様（上田市）

永井 淳嶺 様（上田市）

徳嵩 結乃夏 様（長野市）

清水 桂石 様（上田市）

大沢 美登里 様（長野市）

剣 芙美子 様（新潟市）

藤田 崚真 様（長野市）

和泉田 正人 様（上田市）

土屋 磯 様（長野市）

伊藤 庚申子 様（長野市）

山田 正 様（長野市）

志村 紅千代 様（高山村）

平野 辰美 様（愛知県）

北村 碧 様（長野市）

山岸 友幸 様（上田市）

三田村 義夫 様（長野市）

これがまあつひの栖か雪五尺

来る人が道つけるなり門の雪

春駒は竹でしてさへいさみけり

六十に二つふみこむ夜寒かな

名月や西へ向えば善光寺

折てさす是も門松にて候

小言いふ相手もあらばけふの月

菜の花やかすみの裾に少しずつ

名月をとってくれろと泣く子かな

朝寒のうちに参るや善光寺

凧の尾を咥て引や鬼瓦

涼風の曲がりくねって来たりけり

我と来て遊べや親のない雀

有様は我も花より団子哉

迹の子はわざと転ぶやとしの豆

さぼてんにどうだと下る糸瓜哉

小言いふ相手もあらばけふの月

秋風や磁石にあてる故郷山

泣く者をつれて行くとや秋の風

古郷の留守居も一人月見かな

としのよやねこにかぶせるおにのめん

足もとに日のおちかゝる野菊かな

天からも降りたるやうな桜哉

彦星のにこにこ見ゆる木間哉

名月や石の上なる茶わん酒

ゆうぜんとして山を見るかえるかな

あしもとに日のおちかかる野ぎくかな

名月を取ってくれろと泣く子かな

朝晴れにぱちぱち炭のきげんかな

われときて遊べや親の無いすずめ

秋風に歩いて逃げる蛍かな 大の字に寝て見たりけり雲の峰

涼風や力いっぱいきりぎりす

春風やさるも親子のとうじかな どんぐりのねんねんころりころりかなそばどきや月の信濃の善光寺 どんぐりのねんねんころりころりかな

佳
　
作

佳
　
作

入
　
　
選

入
　
選

順不同、敬称略

特　 選
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選
者  

高
山
俳
壇  

高
野 

悠
子 

先
生

選
者  

高
山
俳
壇  

松
本 

孝
夫 
先
生

鍵
盤
に
指
の
小
踊
り
暖
炉
燃
ゆ

泰
然
と
し
て
蟷
螂
の
枯
れ
ゐ
た
り

豊
穣
の
海
原
走
る
ロ
ー
カ
ル
線

蔦
紅
葉
無
神
論
者
を
ゆ
さ
ぶ
り
ぬ

南
北
の
雲
の
行
き
か
ふ
秋
浅
間

離
れ
家
の
囲
炉
裏
に
一
茶
居
さ
う
な
り

冴
ゆ
る
夜
や
時
計
の
音
に
寝
そ
び
れ
て

奥
山
に
独
り
分
け
入
る
茸
狩
り

訪
ね
来
て
一
茶
の
庵
の
紅
葉
か
な

ひ
め
り
ん
ご
お
ふ
ろ
に
い
れ
て
う
か
ん
で
る

享
保
雛
遠
き
目
を
し
て
人
迎
へ

忽
然
と
山
河
か
き
消
す
猛
吹
雪

濯
ぎ
物
肩
い
か
ら
せ
て
氷
り
け
り

腰
か
が
め
石
段
下
で
初
参
り

青
き
踏
む
久
し
き
人
に
逢
ふ
が
ご
と

黒
土
を
ぐ
わ
つ
と
押
し
上
ぐ
霜
柱

雨
垂
れ
の
リ
ズ
ム
愛
ら
し
雪
解
け
日

板
の
間
の
薄
目
の
猫
に
春
日
か
な

ひ
な
の
顔
横
目
に
急
ぐ
部
活
の
子

群
馬
県

群
馬
県

愛
知
県

群
馬
県

群
馬
県

山
梨
県

群
馬
県

群
馬
県

愛
知
県

高
山
村

群
馬
県

高
山
村

群
馬
県

群
馬
県

愛
知
県

群
馬
県

群
馬
県

群
馬
県

群
馬
県

特
選
天

特
選
地

特
選
人

入

選

特
選
天

特
選
地

特
選
人

入

選

鈴
木
百
合
子

篠
原
　
庄
冶

平
野
　
辰
美

加
藤
　
幹
生

滝
沢
　
照
香

青
柳
　
時
子

竹
渕
千
恵
子

山
口
　
岩
美

永
井
ま
さ
み

い
く
ま
あ
ん
な

竹
渕
千
恵
子

佐
藤
喜
代
美

鈴
木
百
合
子

土
屋
は
じ
め

平
野
　
辰
美

田
村
　
洋
子

斉
藤
き
み
子

竹
渕
　
洋
子

仙
田
美
名
代

一
茶
ゆ
か
り
の
里 

投
句
箱 

入
選
句

（
十
月
・
十
一
月
・
十
二
月
の
投
句
）

（
一
月
・
二
月
・
三
月
の
投
句
）

募 集 句　雑詠三句一組　（何組でも応募できます。本人の詠んだ未発表作品に限ります。）
投句方法　投句用紙または原稿用紙を使用し、住所・氏名・年齢・電話番号を楷書で記入の上、投句料を
　　　　　添えて投句してください。（一茶館ホームページより投句用紙をダウンロードできます。）
投 句 料　三句一組千円　（現金書留または郵便小為替を作品に同封してください。）
投句締切　平成 29 年８月 21 日㈪（当日消印有効）
投 句 先　一茶ゆかりの里一茶館　俳句大会事務局
選　　者　長野県俳人協会役員
発　　表　入賞者への連絡は俳句大会十日前を予定しております。大会終了後、全員に作品集を配布いた
　　　　　します。

期　　日　平成 29 年 10 月 15 日㈰
会　　場　一茶ゆかりの里一茶館
大会参加料　千円（昼食代・観覧料を含みます。）
前回の入賞者や詳しい開催要項はホームページでご覧いただけます。　https://www.kobayashi-issa.jp/

一茶ゆかりの里フェスタ出演者
合唱・楽器演奏・ダンスなど、出演者募集。
第 13 回目  2017 年７月９日㈰ 募集締切５月末日
第 14 回目  2018 年２月４日㈰

一茶の句俳画コンクール作品
一茶の俳句と絵を色紙に書いた俳画作品を募集。
応募締め切りは 2018 年１月 16 日㈫

一茶館で募集しています

平
成
二
十
八
年
度

第二十一回 一茶ゆかりの里俳句大会
作品募集

俳句大会

高山村のお宝展
書画骨董、趣味のコレクションやプラモデルなど展示品
募集。
展示期間 2017 年 12 月 12 日㈫～ 2018 年１月 28 日㈰

四季の俳句会
投句いただいた俳句を３ヶ月ごとに選句、表彰しています。
住所・電話番号・氏名・俳句をご記入の上ご投句ください。


